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当社の眼の水晶体の等価線量の管理は、胸部に着用した個人線量計にて評価をしている。一方で実際の眼

の水晶体の被ばくは、全面マスクシールドを透過したものであるため、当該評価が被ばく評価上保守的に

なっている。この保守性の程度を現場試験により確認することとした。 
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【背景と目的】 

当社の現行の眼の水晶体の線量管理は、胸部に着用した個人線量計で測定しているγ線の 1cm 線量当量と

β線の 70μm 線量当量を足した数値を基に保守的な評価をしている。H28 年度の実績では 21 名が 50mSv／

年を超過する評価となった。ICRP の勧告では眼の水晶体の線量限度として 50mSv／年、100mSv／5 年が与

えられており、これを超過する作業員が存在する評価となっている。 そこで現行の評価値が実際の数値と

どの程度乖離しているかを確認するとともに、真の被ばく量が ICRP の勧告に適合しているかを確認するこ

とを目的として試験を実施した。 

【方法】 

 個人線量計にマスクの着用を想定した遮へい物を設置し、影響を確認した。個人線量計としてガラスバ

ッジを使用し、γ1cm 線量当量とβ70μm 線量当量を測定した。福島第一で現行の線量評価方法において、

眼の水晶体の線量が高い作業の特徴として、下記の 2 点があげられる。 

・γ線量率の高い作業エリアにおいて、実効線量・等価線量とも高いケース 

・β線量率が特異に高い作業エリアにおいて、実効線量は低いが等価線量は高いケース 

この観点から、γ線に特化した試験とβ線に特化した試験を実施することとした。 

【結果】 

 γ線は保護衣やマスクによる遮へい効果がないことを確認した。β線は 20～30％程度に低減されている

ことを確認した。 

【結論】 

 γ線量率の高いエリアにおいては、全面マ

スクシールドの遮へい効果がないことから、

作業時間の低減や保護メガネ等の開発の必

要性を確認した。β線量率が特異に高い作業

エリアにおいては、全面マスクシールドによ

り ICRP の勧告に基づく線量限度以下で管理

できる可能性を確認した。 
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図２．β線試験状況 

β線源 

図１．γ線試験状況 
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